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　このたびは、ラックスマンのモノラル・パワ－アンプリファイヤ－ B-1000f をお求め
いただき、誠にありがとうございます。
　ご使用前にこのオ－ナ－ズマニュアルをよくお読みになり、正しくお使いいただくこと
で本機の性能が十分に発揮され最高のグレ－ドで音楽再生をお楽しみいただけることと思
います。
　なお、お読みになった後は、保証書・安全上のご注意と共に大切に保管してください。
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アンプの置き場所について
　換気や放熱が十分行われる場所に設置して
ください。
　とくに、直射日光の当たる場所、スト－ブ
のすぐそばなどの高温になる場所、湿気の多
い場所、ホコリの多い場所などに設置すると、
放熱がスム－ズでも故障の原因になることが
あります。このような場所への設置は避けて
ください。

スピ－カ－接続時のご注意
　スピ－カ－・システムを接続するときには、
本機のスピ－カ－端子やスピ－カ－の入力端
子のところで、!@間がショ－トすること
のないよう十分に注意してください。
　ショ－トとしたままアンプに大信号が加わ
ると出力回路に大電流が流れ、場合によって
は故障の原因になります。

入力機器接続時のご注意
　本機とプリアンプまたはコントロ－ルアン
プを接続するときには、本機の電源スイッチ
を必ず切っておいてください。
　本機に電源が入っていると、大きな雑音が
発生することがあります。
　また、本機の入力端子に差し込むピンプラ
グはしっかりと差し込んでください。プリア
ンプまたはコントロ－ルアンプの入力端子に
差し込むピンプラグも同様です。
　ピンプラグのア－ス側が浮いているとハム
などの雑音が発生し、S/N比が悪化する原因
になります。

保護回路について
　本機にはアンプやスピ－カ－保護のため
に、過電流検出・異常高温検出・DCドリフ
ト検出による保護回路を設けています。この
保護回路が動作した場合、入力への信号とス
ピ－カ－端子への出力を断ち切るとともに、
オペレ－ション・インジケ－タ－を赤色に点
灯させ、本機がミュ－ティング状態に入った
ことを表示します。そして、保護回路が動作
した原因が消滅すると、オペレ－ション・イ
ンジケ－タ－が青色に点灯し、動作状態に復
帰します。
　保護回路がたびたび動作するときは、弊社
サ－ビスセンタ－にご相談ください。
　また、部品破壊などの致命的な異常につい
ては電源スイッチを自動的に切断します。こ

の場合は、再び電源スイッチをオンにしない
でください。ただちに弊社サ－ビスセンタ－
にご相談ください。

アンプ電源ON後すぐには音が出ません
　本機には、電源オン後アンプが安定した状
態になるまでの間、入力回路および出力回路
を切り離すためのタイム・ミュ－ティング回
路が組み込まれていて、オペレ－ション・イ
ンジケ－タ－が赤色に点灯して準備動作中で
あることを示します。
　このタイム・ミュ－ティング回路が動作し
ている間にコントロ－ルアンプなどの音量ボ
リュ－ムを大きく右に回していると、動作状
態になったときに急に大きな音が出てくるこ
とになります。
　コントロ－ルアンプなどの音量ボリュ－ム
は必ず小さく絞っておき、スピ－カ－から音
が出はじめてからお好みの音量にセットして
ください。

修理・調整について
　修理、調整などが必要なときは、お買い上
げの販売店もしくはお近くの弊社サ－ビスセ
ンタ－へご依頼ください。

お手入れについて
　お手入れは、市販のクリ－ニングクロスな
どの柔らかい布で拭いてください。汚れのひ
どいときは、中性洗剤を少量含ませた柔らか
い布で汚れを落とし、乾いた布で拭き取って
ください。
　なお、ベンジン、シンナ－などの溶剤は、
外観を損ねるため使用しないでください。

使用上の注意
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安全上のご注意

警告
本機は非常に重いので開梱や持ち運び、
設置は、必ず4人以上で行ってください。
けがの原因となることがあります。



1. メイン電源スイッチ

2. メインパワー・インジケーター

3. オペレーション・スイッチ

4. オペレーション・インジケーター

5. 入力切替スイッチ

6. 入力切替インジケーター

7. バランス位相切替スイッチ

8. バランス位相切替インジケーター

9. アッテネーター・スイッチ

10. アッテネーター・インジケーター

11. メーター

12. メーター・オフ・スイッチ

各部の名称と用途
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フロントパネル



1. メイン電源スイッチ／MAIN POWER
 メイン電源をON/OFF するスイッチです。
 このスイッチをONにすると、スタンバイ状態となり、OFFにするとシャットダウン状態にな
ります。
 配線、接続時には必ずこのスイッチをOFFにしてください。

2. メインパワ－・インジケ－タ－／MAIN POWER
 メイン電源をONにすると青色に点灯し、スタンバイ状態であることを表示します。
 メイン電源をOFFにすると消灯します。

3. オペレ－ション・スイッチ／OPERATION
 スタンバイ状態からこのスイッチをONにすると、動作状態となり、
 このスイッチをOFFにすると、スタンバイ状態となります。

4. オペレ－ション・インジケ－タ－／OPERATION
 オペレ－ション・スイッチをONにすると、一定時間の間ミュ－ティング回路が作動し音がで
ません。
 このミュ－ティング時間の間は、赤色に点灯します。その後、一定の準備動作時間が終了すると、
 青色に点灯し動作状態になったことを表示します。
 オペレ－ション・スイッチをOFFにすると、青色から赤色に変化し徐々に消灯します。

5. 入力切替スイッチ／ balance
 リアパネルにあるコアキシャル入力とバランス入力を切り替えるスイッチです。

　　： OFF  コアキシャル入力を選択します。
　　： ON  バランス入力を選択します。

 このスイッチを切り替えると入力ミュ－ティング回路が作動し、約 1秒間、音がでません。

6. 入力切替インジケ－タ－／ balance
 入力切替スイッチをONにすると青色に点灯し、バランスを選択したことを表示します。
 入力切替スイッチをOFFにし、コアキシャル入力を選択すると消灯します。

7. バランス位相切替スイッチ／ phase invert
 リアパネルにあるバランス入力の位相を切り替えるスイッチです。

　　： OFF ／ノ－マル 1. GROUND
2. COLD @
3. HOT !

　　： ON／インバ－ト 1. GROUND
2. HOT !
3. COLD @

 このスイッチを切り替えると入力ミュ－ティング回路が作動し、約 1秒間、音がでません。
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各部の名称と用途

8. バランス位相切替インジケ－タ－／ phase invert
 バランス位相切替スイッチをONにすると青色に点灯し、インバ－トを選択したことを表示し
ます。
 バランス位相切替スイッチをOFFにし、ノ－マルを選択すると消灯します。

9. アッテネ－タ－・スイッチ／ attenuate
 本機は、通常 1V入力で 250W／ 8Ωですが、このスイッチをONにすると入力レベルが減衰
し、1V入力で 100W／ 8Ωとすることができます。ご使用のパワ－アンプのゲインを 100W
／ 8Ωにそろえて使用する場合に便利な機能です。

　　： OFF  通常の 1Vで 250W／ 8Ω出力になります。
　　： ON  1V 入力で 100W／ 8Ω出力になります。

 このスイッチを切り替えると入力ミュ－ティング回路が作動し、約 1秒間、音がでません。

10.  アッテネ－タ－・インジケ－タ－／ attenuate
 アッテネ－タ－・スイッチをONにすると青色に点灯し、100W／ 8Ωを選択したことを表示
します。
 アッテネ－タ－・スイッチをOFFにし、通常の 250W／ 8Ωを選択すると消灯します。

11. メ－タ－
 スピ－カ－端子の出力を dBで表示するレベルメ－タ－です。
 定格出力レベル 44.7Vrms を 0dB とし、2dB ステップで＋2dB ～－72dB の出力レベルを表示
します。
 また、メ－タ－スリット全体を淡く照らすイルミネ－ションを装備しています。

12.  メ－タ－・オフ・スイッチ／ display
 メ－タ－とイルミネ－ションを消灯したいときには、このスイッチをONにします。

　　： OFF  イルミネ－ションが点灯し、メ－タ－が動作します。
　　： ON  イルミネ－ションが消灯し、メ－タ－も止まります。
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 メイン電源をOFFにすると消灯します。

 オペレ－ション・スイッチをOFFにすると、青色から赤色に変化し徐々に消灯します。

5. 入力切替スイッチ／ balance
 リアパネルにあるコアキシャル入力とバランス入力を切り替えるスイッチです。

　　： OFF  コアキシャル入力を選択します。
　　： ON  バランス入力を選択します。

 このスイッチを切り替えると入力ミュ－ティング回路が作動し、約 1秒間、音がでません。

6. 入力切替インジケ－タ－／ balance
 入力切替スイッチをONにすると青色に点灯し、バランスを選択したことを表示します。
 入力切替スイッチをOFFにし、コアキシャル入力を選択すると消灯します。

7. バランス位相切替スイッチ／ phase invert
 リアパネルにあるバランス入力の位相を切り替えるスイッチです。

　　： OFF ／ノ－マル 1. GROUND
2. COLD @
3. HOT !

　　： ON／インバ－ト 1. GROUND
2. HOT !
3. COLD @

 このスイッチを切り替えると入力ミュ－ティング回路が作動し、約 1秒間、音がでません。

各部の名称と用途

8. バランス位相切替インジケ－タ－／ phase invert
 バランス位相切替スイッチをONにすると青色に点灯し、インバ－トを選択したことを表示し
ます。
 バランス位相切替スイッチをOFFにし、ノ－マルを選択すると消灯します。

9. アッテネ－タ－・スイッチ／ attenuate
 本機は、通常 1V入力で 250W／ 8Ωですが、このスイッチをONにすると入力レベルが減衰
し、1V入力で 100W／ 8Ωとすることができます。ご使用のパワ－アンプのゲインを 100W
／ 8Ωにそろえて使用する場合に便利な機能です。

　　： OFF  通常の 1Vで 250W／ 8Ω出力になります。
　　： ON  1V 入力で 100W／ 8Ω出力になります。

 このスイッチを切り替えると入力ミュ－ティング回路が作動し、約 1秒間、音がでません。

10.  アッテネ－タ－・インジケ－タ－／ attenuate
 アッテネ－タ－・スイッチをONにすると青色に点灯し、100W／ 8Ωを選択したことを表示
します。
 アッテネ－タ－・スイッチをOFFにし、通常の 250W／ 8Ωを選択すると消灯します。

11. メ－タ－
 スピ－カ－端子の出力を dBで表示するレベルメ－タ－です。
 定格出力レベル 44.7Vrms を 0dB とし、2dB ステップで＋2dB ～－72dB の出力レベルを表示
します。
 また、メ－タ－スリット全体を淡く照らすイルミネ－ションを装備しています。

12.  メ－タ－・オフ・スイッチ／ display
 メ－タ－とイルミネ－ションを消灯したいときには、このスイッチをONにします。

　　： OFF  イルミネ－ションが点灯し、メ－タ－が動作します。
　　： ON  イルミネ－ションが消灯し、メ－タ－も止まります。
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14. バランス入力端子

19. リモート入力端子

15. シグナル・グラウンド（アース端子） 13. コアキシャル入力端子

16. スピーカー端子

18. ACインレット

17. ライン・フェーズ・センサー20. リモート出力端子

各部の名称と用途
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リアパネル



各部の名称と用途
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13.  コアキシャル入力端子／ INPUTS（COAXIAL）
 コアキシャル入力端子です。
  コントロ－ルアンプなどからのアンバランス出力をこの端子に接続してください。

14.  バランス入力端子／ INPUTS（BALANCE）
  キャノンコネクタ－によるバランス型入力端子です。
  コントロ－ルアンプなどからのバランス出力をこの端子に接続してください。

15.  シグナル・グラウンド（ア－ス端子）／SIGNAL GND
  本機に接続する機器のア－ス用端子です。
  この端子は、他の機器を接続した場合の雑音低減をはかるためのもので、安全のためのア－ス
ではありません。

16.  スピ－カ－端子／ SPEAKERS（4-16Ω）
  この端子にスピ－カ－・システムに接続したスピ－カ－・ケ－ブルを接続します。
  スピ－カ－・システムの!側端子を本機のスピ－カ－端子の!側（赤）端子に、スピ－カ－・

システムの@側端子を本機のスピ－カ－端子の@側（黒）端子に、確実に接続してください。
  本機には、バイワイヤリングのとき簡単に接続ができるように 2系統（上下一対）のスピ－カ
－端子が設けてあります。2系統の端子は銅板でパラレル接続されているので、通常の接続で
は左右どちらの系統を使用しても同じ音質が得られ、問題はありません。

  なお、本機に接続されるスピ－カ－は、4Ω～16Ωのインピ－ダンスのものがご使用になれます。
  バイワイヤリングのときは、接続したスピ－カ－の総合インピ－ダンスが 4Ω～ 16Ωとなりま
すのでご注意ください。

17. ライン・フェ－ズ・センサ－／ LINE PHASE SENSOR
  電源ケ－ブルをACコンセントに差し込むときに、電源の極性を確認するセンサ－とインジケ
－タ－です。

  電源ケ－ブルを本機のACインレットとACコンセントに差し込んだ後に指でセンサ－にかる
く触れ、インジケ－タ－が消えたままであれば正常な極性です。インジケ－タ－が点灯する場
合は、ACコンセントヘの電源プラグの差し込みを逆にしてください。

  電源極性のチェックは、他の機器からの影響を取り除くため、他の機器との接続前におこなっ
てください。

  また、マンションなど、電源がフロ－ティングされている場合は、極性が変化しないこともあ
ります。このような場合は、どちらの極性にしてもさしつかえありません。

18. AC インレット／AC IN
  付属の電源ケ－ブルを接続します。
  電源はAC100V家庭用コンセントをご使用ください。

19. リモ－ト入力端子／REMOTE IN
  専用リモ－ト出力端子のあるコントロ－ルアンプ（C-8f など）と専用リモ－ト・ケ－ブルで接
続すると、

  コントロ－ルアンプの電源スイッチに連動して本機のオペレ－ションのON/OFF が可能にな
ります。

  また、B-1000f のリモ－ト出力端子と専用リモ－ト・ケ－ブルで接続すると、供給側の
B-1000f のオペレ－ション・スイッチに連動して本機のオペレ－ションのON/OFF が可能にな
ります。
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20. リモ－ト出力端子／REMOTE OUT
  専用リモ－ト入力端子のあるパワ－アンプ（M-8f など）と専用リモ－ト・ケ－ブルで接続すると、
本機のオペレ－ション・スイッチに連動して受給側パワ－アンプの電源のON/OFF が可能に
なります。

  また、B-1000f のリモ－ト入力端子と専用リモ－ト・ケ－ブルで接続すると、本機のオペレ－
ション・スイッチに連動して受給側 B-1000f のオペレ－ションのON/OFF が可能になります。

  数台の B-1000f をこのように専用リモ－ト・ケ－ブルで接続していくと、最初の供給側
B-1000f のオペレ－ション・スイッチで全ての B-1000f のオペレ－ションON/OFF が可能に
なります。

  リモート操作をおこなう場合は、メイン電源スイッチをONにし、スタンバイ状態にしてくだ
さい。



各部の名称と用途

13. コアキシャル入力端子／ INPUTS（COAXIAL）
コアキシャル入力端子です。
コントロ－ルアンプなどからのアンバランス出力をこの端子に接続してください。

14. バランス入力端子／ INPUTS（BALANCE）
キャノンコネクタ－によるバランス型入力端子です。
コントロ－ルアンプなどからのバランス出力をこの端子に接続してください。

15. シグナル・グラウンド（ア－ス端子）／SIGNAL GND
本機に接続する機器のア－ス用端子です。
この端子は、他の機器を接続した場合の雑音低減をはかるためのもので、安全のためのア
ではありません。

16. スピ－カ－端子／ SPEAKERS（4-16Ω）
この端子にスピ－カ－・システムに接続したスピ－カ－・ケ－ブルを接続します。
スピ－カ－・システムの!側端子を本機のスピ－カ－端子の!側（赤）端子に、スピ－
システムの@側端子を本機のスピ－カ－端子の@側（黒）端
本機には、バイワイヤリングのとき簡単に接続ができるように 2系統（上下一対）のスピ
－端子が設けてあります。2系統の端子は銅板でパラレル接続されているので、通常の接
は左右どちらの系統を使用しても同じ音質が得られ、問題はありません。
なお、本機に接続されるスピ－カ－は、4Ω～16
バイワイヤリングのときは、接続したスピ－カ－の総合インピ－ダンスが 4Ω～ 16Ωとな
すのでご注意ください。

17. ライン・フェ－ズ・センサ－／ LINE PHASE SENSOR
電源ケ－ブルをACコンセントに差し込むときに、電源の極性を確認するセンサ－とインジ
－タ－です。
電源ケ－ブルを本機のACインレットとACコンセントに差し込んだ後に指でセンサ－にか
く触れ、インジケ－タ－が消えたままであれば正常な極性です。インジケ－タ－が点灯する
合は、ACコンセントヘの電源プラグの差し込みを逆にしてください。
電源極性のチェックは、他の機器からの影響を取り除くため、他の機器との接続前におこな
てください。
また、マンションなど、電源がフロ－ティングされている場合は、極性が変化しないことも
ります。このような場合は、どちらの極性にしてもさしつかえありません。

18. AC インレット／AC IN
付属の電源ケ－ブルを接続します。
電源はAC100V家庭用コンセントをご使用ください。

19. リモ－ト入力端子／REMOTE IN
専用リモ－ト出力端子のあるコントロ－ルアンプ（C-8f など）と専用リモ－ト・ケ－ブル
続すると、
コントロ－ルアンプの電源スイッチに連動して本機のオペレ－ションのON/OFF が可能
ります。
また、B-1000f のリモ－ト出力端子と専用リモ－ト・ケ－ブルで接続すると、供給
B-1000f のオペレ－ション・スイッチに連動して本機のオペレ－ションのON/OFF が

可
能
に

ります。

9

20. リモ－ト出力端子／REMOTE OUT
 専用リモ－ト入力端子のあるパワ－アンプ（M-8f など）と専用リモ－ト・ケ－ブルで接続すると、
本機のオペレ－ション・スイッチに連動して受給側パワ－アンプの電源のON/OFF が可能に
なります。
 また、B-1000f のリモ－ト入力端子と専用リモ－ト・ケ－ブルで接続すると、本機のオペレ－
ション・スイッチに連動して受給側 B-1000f のオペレ－ションのON/OFF が可能になります。
 数台の B-1000f をこのように専用リモ－ト・ケ－ブルで接続していくと、最初の供給側
B-1000f のオペレ－ション・スイッチで全ての B-1000f のオペレ－ションON/OFF が可能に
なります。

 リモート操作をおこなう場合は、メイン電源スイッチをONにし、スタンバイ状態にしてくだ
さい。



接続図
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接続方法
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接続する前に
　他の機器を接続する前に、付属の電源ケ－ブルのジャック側（穴が 3つある方）を本機のACイ
ンレットに接続してください。

電源の接続
　付属の電源ケ－ブルを使用し、ACプラグをリスニングル－ムなどにあるAC100V コンセントに
差し込んでください。
　電源ケ－ブルを差し込むときには、ライン・フェ－ズ・センサ－を指先で軽く触れ、インジケ－
タ－が消える方向に差し込んでください。
マンションなどのコンセントでは、ACプラグを差し替えても点灯したまま、消えたままのこと

があります。この場合、どちらの方向でもかまいません。

スピ－カ－の接続
左チャンネルと右チャンネルのスピ－カ－・システムが 1組となって通常のステレオ再生となり

ます。
B-1000f は、モノラル・パワ－アンプですので、ステレオ再生を行うためには、2 台以上の

B-1000f が必要となります。
本機にコントロ－ルアンプの出力端子の左チャンネルを接続した場合には、本機のスピ－カ－端

子に左側のスピ－カ－・システムを、コントロ－ルアンプの出力端子の右チャンネルを接続した場
合には、本機のスピ－カ－端子に右側のスピ－カ－・システムを接続します。
　本機のスピ－カ－端子には、赤（!側）と黒（@側）があり、スピ－カ－・システムの!端子
を本機のスピ－カ－端子の赤（!側）端子に、スピ－カ－・システムの@端子を本機のスピ－カ
－端子の黒（@側）端子に、確実に接続してください。
　このとき、左右スピ－カ－・システムの一方だけ!端子と@端子を逆に接続すると、左右のス
ピ－カ－・システムから再生される音波の位相が逆になり、低音が減少したり、音像定位が悪くな
るなど正常なステレオ再生ができなくなりますので十分な注意が必要です。
　本機は、バイワイヤリング接続のときスピ－カ－端子部分での接続を容易にするため上下一対の
スピ－カ－端子を 2系統装備しています。この 2系統のスピ－カ－端子は、赤（!側）端子、黒（@

側）端子ともにパラレルに配線されているので、左右の赤（!側）端子、黒（@側）端子のクロス
がけ使用をしないかぎり、低域ケ－ブルと高域ケ－ブルをスピ－カ－端子 1、スピ－カ－端子 2の
どちらかに決めて接続する必要はありません。お好みのスピ－カ－端子をご使用ください。通常の
ステレオ接続でも同様で、どちらの系統のスピ－カ－端子を使用しても問題はありません。
ただし、左右の赤（!側）端子、黒（@側）端子のクロスがけ使用だけはおやめください。

入力端子とコントロ－ルアンプの接続
コントロ－ルアンプの出力端子と本機の入力端子の間を、ピンプラグ・ケ－ブルあるいはバラン

ス・ケ－ブルで接続します。
このとき、左右のチャンネルを逆に接続しないように十分注意し接続してください。左右のチャ

ンネルを逆に接続すると音像定位が悪くなるなど正常なステレオ再生ができなくなります。
また、ピンプラグ・ケ－ブルをご使用の場合は、ピンプラグ・ケ－ブルのア－ス側が浮いている

とハムなどの雑音が発生し、S/N比が悪化する原因となります。接続プラグは確実に押し込んで接
続してください。
　本機と接続するコントロ－ルアンプの出力インピ－ダンスが十分に低い場合は、接続ケ－ブルの
長さを特別気にする必要はありませんが、出力インピ－ダンスの高いコントロ－ルアンプと組み合
わせてご使用の場合は、不必要な高域の減衰を避ける為に、できるだけ短い接続ケーブルをお使い
になることをおすすめします。
　過大入力からアンプとスピ－カ－を保護するために、本機とコントロ－ルアンプを接続する場合
は、本機のメイン電源スイッチをOFFにするかオペレ－ション・スイッチをOFFにしてください。
接続完了後に正しく接続されていることを確認して、本機を動作状態にしてください。

接続図
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バイワイヤリング・ステレオ再生
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他の機器を接続する前に、付属の電源ケ－ブルのジャック側（穴が 3つある方）を本機の
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電源の接続
付属の電源ケ－ブルを使用し、ACプラグをリスニングル－ムなどにあるAC100V コンセン

差し込んでください。
電源ケ－ブルを差し込むときには、ライン・フェ－ズ・センサ－を指先で軽く触れ、インジ

タ－が消える方向に差し込んでください。
マンションなどのコンセントでは、ACプラグを差し替えても点灯したまま、消えたままの

があります。この場合、どちらの方向でもかまいません。
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左チャンネルと右チャンネルのスピ－カ－・システムが 1組となって通常のステレオ再生と

ます。
　B-1000f は、モノラル・パワ－アンプですので、ステレオ再生を行うためには、2 台以
B-1000f が必要となります。
本機にコントロ－ルアンプの出力端子の左チャンネルを接続した場合には、本機のスピ－カ
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本機のスピ－カ－端子には、赤（!側）と黒（@側）があり、スピ－カ－・システムの!

を本機のスピ－カ－端子の赤（!側）端子に、スピ－カ－・システムの@端子を本機のスピ
－端子の黒（@側）端子に、確実に接続してください。
このとき、左右スピ－カ－・システムの一方だけ!端子と@端子を逆に接続すると、左右
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るなど正常なステレオ再生ができなくなりますので十分な注意が必要です。
本機は、バイワイヤリング接続のときスピ－カ－端子部分での接続を容易にするため上下一

スピ－カ－端子を 2系統装備しています。この 2系統のスピ－カ－端子は、赤（!側）端子、黒
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どちらかに決めて接続する必要はありません。お好みのスピ－カ－端子をご使用ください。通
ステレオ接続でも同様で、どちらの系統のスピ－カ－端子を使用しても問題はありません。
　ただし、左右の赤（!側）端子、黒（@側）端子のクロスがけ使用だけはおやめください。

入力端子とコントロ－ルアンプの接続
コントロ－ルアンプの出力端子と本機の入力端子の間を、ピンプラグ・ケ－ブルあるいはバ

ス・ケ－ブルで接続します。
このとき、左右のチャンネルを逆に接続しないように十分注意し接続してください。左右の

ンネルを逆に接続すると音像定位が悪くなるなど正常なステレオ再生ができなくなります。
また、ピンプラグ・ケ－ブルをご使用の場合は、ピンプラグ・ケ－ブルのア－ス側が浮いて

とハムなどの雑音が発生し、S/N比が悪化する原因となります。接続プラグは確実に押し込ん
続してください。
本機と接続するコントロ－ルアンプの出力インピ－ダンスが十分に低い場合は、接続ケ－ブ

長さを特別気にする必要はありませんが、出力インピ－ダンスの高いコントロ－ルアンプと組
わせてご使用の場合は、不必要な高域の減衰を避ける為に、できるだけ短い接続ケーブルをお
になることをおすすめします。
過大入力からアンプとスピ－カ－を保護するために、本機とコントロ－ルアンプを接続する

は、本機のメイン電源スイッチをOFFにするかオペレ－ション・スイッチをOFF
接続完了後に正しく接続されていることを確認して、本機を動作状態にしてください。
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規 格

連続定格出力 250 W／負荷 8Ω
500 W／負荷 4Ω

瞬時最大出力 1000 W／負荷 2Ω
2000 W／負荷 1Ω

入力感度 1 V ／ 250 W 負荷 8Ω（GAIN＝ 33 dB）
入力インピーダンス COAXIAL 51 kΩ／ ATT. OFF

50 kΩ／ ATT. ON
BALANCE 67 kΩ

全高調波歪 0.007 % ／ 1 kHz・250 W 負荷 8Ω
0.15 % ／ 20 Hz ～ 20 kHz・250 W 負荷 8Ω

周波数特性 ＋0, －0.1 dB ／ 20 Hz ～ 20 kHz
＋0, －1.5 dB ／ DC ～ 100 kHz
＋0, －3.0 dB ／ DC ～ 150 kHz

S/N比 118 dB（IHF-A）
付属装置 メイン電源スイッチ

メインパワ－・インジケ－タ－
オペレ－ション・スイッチ
オペレ－ション・インジケ－タ－
入力切替スイッチ
入力切替インジケ－タ－
バランス入力位相切替スイッチ
バランス入力位相切替インジケ－タ－
アッテネ－タ－・スイッチ
アッテネ－タ－・インジケ－タ－
レベルメ－タ－
メ－タ－・オフ・スイッチ
コアキシャル入力端子
バランス入力端子
シグナル・グラウンド端子
スピ－カ－端子 2系統
リモ－ト入力端子
リモ－ト出力端子
ライン・フェ－ズ・センサ－
ACインレット

付属品 電源ケ－ブル
専用リモ－ト・ケ－ブル
オ－ナ－ズマニュアル
保証登録書
安全上のご注意

消費電力 439 W（電気用品安全法による規定）
232 W（無信号時）
0.7 W（スタンバイ時）

電源電圧 AC 100 V（50/60 Hz）
最大外形寸法 428（W）× 295（H）× 592（D）mm
重量 64 kg

※ 規格および外観は予告なく変更することがあります。
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　ラックスマンのオ－ディオ製品には、個々のパ－ツの選択から製造工程、出荷にいたるまで、数
多くの厳しいチェックを施し、万全の品質管理を期していますが、万一本機が故障したときは弊社
サ－ビスセンタ－またはお求めの販売店までご連絡ください。状況に応じた出張修理または持ち込
み修理をさせていただきます。なお、遠隔地の場合は修理品のご送付をお願いすることもあります
が、ご容赦ください。
　B-1000f の保証期間は、購入日より起算して 5年間です。この期間中に発生した自然故障は一切
弊社の責任において無料修理させていただきます。
　保証登録書は、本機のパッキングケ－ス内に入っていますので、お買い上げの販売店で、販売年
月日、店名の記入捺印を受けた上、弊社に送付してください。後日、保証書を発送させていただき
ます。
　保証期間内の修理お申し付けの節は、必ず弊社発行の保証書を添えて下さい。保証期間外、保証
書がない場合の修理については実費でお引き受けいたします。

アフタ－サ－ビスと品質保証について

ラックスマン株式会社
〒 222-0033　神奈川県横浜市港北区新横浜 1-3-1

AG00987C26A
Printed in Japan
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修理に出される前に

　ご使用中に、何らかの原因で故障と間違えることがあります。修理に出される前に下記表、およ
び併用機器の取扱説明書をご覧のうえ、ひと通りご確認ください。
　故障の原因がわからない場合は、弊社サ－ビスセンタ－、もしくはお求めの販売店へお問い合わ
せください。
　なお、修理の依頼をお受けした場合は、故障でなくとも点検代、出張費などを戴くことがあります。

症 状 原 因 対 策

メイン電源スイッチを押
しても電源が入らない。
メインパワ－・インジケ
－タ－が点灯しない。

・ 電源プラグがACコンセン
トから外れているか、確実
に差し込まれていない。
・ 電源プラグがACインレッ
トから外れているか、確実
に差し込まれていない。

・ 電源プラグをACコンセン
トへ確実に差し込む。

・ 電源プラグをACインレッ
トへ確実に差し込む。

電源が入り、動作状態に
なり、オペレ－ション・
インジケ－タ－も青色に
点灯するが、音がでない。

・ 接続した入力端子と入力切
替スイッチの設定があって
いない。

・ コントロ－ルアンプの出力
設定があっていない。

・ 接続が確実に行われていな
い。
・ コントロ－ルアンプのボリ
ュ－ム・コントロ－ルが絞
り切られている。

・ コアキシャル入力に接続
した場合は、入力切替スイ
ッチをコアキシャルに、バ
ランス入力に接続した場合
は、入力切替スイッチをバ
ランスにあわせる。
・ コアキシャル入力に接続し
た場合は、コントロ－ルア
ンプの出力設定をコアキシ
ャルに、バランス入力に接
続した場合は、コントロ－
ルアンプの出力設定をバラ
ンスにあわせる。
・接続を確実に行う。

・ コントロ－ルアンプのボリ
ュ－ム・コントロ－ルをお
好みの音量に調節する。

音はでるが、音量が小さ
い。

・ アッテネタ－がONになっ
ている。

・ アッテネターを OFF にす
る。

メ－タ－が動作しない。 ・ メ－タ－・オフ・スイッチ
がONになっている。

・ メ－タ－・オフ・スイッチ
をOFFにする。

ハム音
（ブーン、ジーというノ
イズ）がでる。

・ 接続ケ－ブルのア－ス側が
接触していない。
・ 他機器の電源トランスか
らの誘導ノイズを受けてい
る。
・ 入力ケ－ブルとスピ－カ－
 ・ケ－ブルが電源ケ－ブル
に接近しすぎている。

・接続を確実に行う。

・ 他機器から離して設置する。
別系統のコンセントにつな
ぎかえる。
・ 入力ケ－ブルとスピ－カ－
 ・ケ－ブルを電源ケ－ブル
から離す。




